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文化芸術活動基盤強化基金 クリエイター等育成支援（コンテンツ制作・発信を支える中核的専門人材育成・確保等）

基本情報

アニメーター（原画・動画）、背景・美術、撮影・編集、制作進行・制作管理、
演出、3DCG・VFX、デジタル技術・新技術活用人材等

対象となる職種アニメ対象分野

株式会社新潟日報社団体名

新潟アニメ人材育成・確保ゲートウェイプロジェクトー映画祭・教育機関・制作現場をつなぐハシゴ型中核人材育成ープロジェクト名

プロジェクトの概要（案）

新潟アニメ推進協議会が目指す「アニメで選ばれる新潟」の実現に向け、
制作現場を支える中核的専門人材を育て、県内での活躍と定着につなげ
る3年間の取組です。新潟日報社を事務局に、行政、教育機関、制作会
社、映画祭が連携。制作会社の新人・若手、学生、既卒者、UIターン希
望者等を対象にOJTや研修、実践課題、作品レビューを行います。小中
学生向けアウトリーチと中高生アニメ・ラボで担い手を育み、映画祭を
成果発表、講評、キャリア接続の場として活用。学びから実践、就業・
定着へつながる、新潟型の中核人材育成基盤を構築します。

期待される成果や波及効果

制作会社の新人・若手や学生等が、制作現場で必要な技術やチーム制作
への理解を深め、県内でキャリアを形成できる環境を整えます。若手の
成長・定着を促すとともに、教育機関と制作会社の接続を強化し、各社
の育成力や制作基盤の向上につなげます。映画祭での成果発表や講評を
通じて成長を可視化し、次の学びや就業につなげる循環をつくります。
小中高生がアニメーションに触れ、将来の進路として意識する機会を県
内に広げます。行政、教育機関、制作会社、映画祭等が継続的に連携し、
地域全体で中核人材を育てる基盤を築きます。

具体的な人材ニーズ、またはニーズが生じる見込み

国内外でアニメーション需要が高まり、
制作工程も高度化する中、原画、動画、
背景、美術、撮影、編集、制作進行、
3DCGなどを担う人材が求められていま
す。県内のアニメーション制作会社では、
専門人材の確保に加え、新人・若手を現
場で育て、定着につなげる仕組みづくり

も課題です。県内には教育機関、制作会社、映画祭がありますが、学生
や既卒者、UIターン希望者が制作現場や県内就業につながる道筋は十分
ではありません。本事業では、OJT、実践課題、作品レビュー、映画祭
連携型「新潟アニメキャリアゲート」を通じ、学びと現場を結び、県内
で人が育ち、働き続けられる環境を整えます。

人材の育成・確保のための持続的な基盤の構築イメージ

新潟アニメ推進協議会を母体に、新潟日報社を事務局とする連携組織
「新潟アニメ人材育成コンソーシアム」を設置します。行政、教育機関、
制作会社、映画祭、メディアがそれぞれの強みと役割を生かして連携し、
新人・若手の育成、学生や既卒者、UIターン希望者と制作現場の接続、
小中高生の裾野づくり、映画祭での成果発表・講評を一体的に進めます。
1年目は運営モデルを作り、2年目は県内
展開と現場接続を広げ、3年目は継続する
仕組みとして定着させます。学びの入口
から専門教育、現場での実践、就業・
定着までをつなぎ、助成終了後も地域
全体で人材を育て続けられる「新潟型」
の基盤を築きます。
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目標達成までのロードマップ（案）

3年目2年目1年目

新潟アニメ推進協議会を母体に、新潟日報社を
事務局とする「新潟アニメ人材育成コンソーシ
アム」を設置し、4チームによる運営体制を整
えます。制作会社の新人・若手の育成と、学生、
既卒者、UIターン希望者の現場接続を軸に、
OJT、若手リカレント、実践課題、ポートフォ
リオレビュー等の運用方法を検討。2026年10
月以降、実施可能な取組から試行します。小中
学生向けアウトリーチ、中高生アニメ・ラボ、
映画祭での成果発表・講評も行い、2年目以降
の運用モデルをつくります。

1年目を踏まえ、県内スタジオ連携型OJT、若
手リカレント、短期OJT、実践課題、作品レ
ビューを拡充します。新人・若手には制作進行、
品質判断、デジタル工程を学ぶ機会を設け、学
生・既卒者等と制作現場との接点を広げます。
「新潟アニメ キャリアゲート」では、会社説明、
個別面談、成果発表・講評を実施。小中学生向
けアウトリーチは対象地域を広げ、作品鑑賞、
仕事理解、制作体験を組み合わせます。成果は
映画祭で発表し、中高生アニメ・ラボは年間講
座として本格化します。

3年間の成果を基に取組を継続可能な仕組みと
して制度化します。スタジオ連携型OJTと若手
リカレントは、新人・若手を育てる仕組みとし
て定着させます。教育機関と制作会社の連携を
恒常化し、作品レビュー、短期OJT、実践課題
を継続事業につなげます。小中学生アウトリー
チと中高生アニメ・ラボは、教材と映画祭での
発表方法を整えます。映画祭、教育機関、制作
会社、行政、メディアが連携し、地域の自走型
育成基盤を築きます。

実 施 体 制 （案）
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